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はじめに

近世の染織技法書には様々な染織材料がみられる。染料や顔料、精練の材料、これらに加えて糊も

多く記載されている。

これまで無形文化遺産部で行った現地調査においても、糊は重要な材料の一つであった。例えば、

平成26・27（2014・2015）年度にかけて実施した埼玉県熊谷市との共同調査事業１）では、模様をつけ

るための防染糊や捺染糊２）が話題となった。当時、熊谷染の工房に糊を製造販売していた安達糊料株

式会社は、事業を縮小するために京都の同業者である巴製糊工業株式会社へ取引先を紹介していた３）。

熊谷染の工房（小紋や型友禅を行う工房）では、糊の購入先が変わったことで手元に届く糊がそれま

でのものとは異なるものになり、新しく購入し始めた糊を各工房の仕様にするために調整していた時

期であった。

また、同時期に調査を行った長板中形の松原伸生（重要無形文化財「長板中形」〈各個認定〉）４）や

秩父銘仙（国指定伝統的工芸品）の田中捺染工場では、糊を自作しており、製法についても調査する

ことができた５）。平成28・29（2016・2017）年度に行った青花紙の製作技術に関する滋賀県草津市と

の共同調査では、染織技術者への聞き取りの中で友禅染には糯米で作られる真糊（友禅糊）に加え、

合成染料を加えた捺染糊（色糊・写し糊)、ゴム糊も利用されていることも確認できた６）。

このように現地調査からは、糊は様々な技法に用いる材料であること、季節や天候、文様によって

調整するため、同じ技法でも工房ごとに調合が異なることなどが理解できた。糊はそれぞれの技術と

直結する主要な材料といえるのである。

そこで、本稿では染織材料の中でも糊に注目し、近世染織技法書に記された糊について整理するこ

とにした。今後、これらの情報を活用して、無形文化遺産部で調査を行なう染織工房の技術が近世の

技術をどのように受け継いできたものであるのかを考察する基礎資料としていきたい。

１．研究背景―染織材料としての糊の先行研究―

染織技術に使われる糊は、様々な種類と役割がある。例えば、糸を保護して織りやすくする糊や、

生地に張りを持たせて整える糊、金属箔を接着する糊、生地を染め分けて模様を表す防染糊や捺染糊

などがある。これらの糊のうち、友禅染の糸目糊や伏糊、型友禅の捺染糊や写し糊、江戸小紋の目糊

や地糊、長板中形の型付糊などに使われる防染糊や捺染糊は、糊を落とす工程があるため、完成した
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作品からは糊を確認することができない。志多野義夫は、染織関係の糊は「糸の保護、織物の成型、

染色の際の防染などに使っていますが、仕上げ用薬剤以外は染織工芸では必要なものでありながら、

製品に残ってはならないものがほとんどです」７）と記しており、糊が制作に欠かせない材料でありな

がら作品には残らないことを指摘している。

作品から検証しにくいことと関係があるのか、これまで染織材料としての糊の研究は主に制作に関

わる立場から行われてきた。

昭和９（1934）に刊行された高橋新六『京染の秘訣』８）には、京染（京都で染めた染物の総称）に

おける糊について詳述されている。同書の第七編「紋糊と模様糊」第一章「防染糊の種類と紋糊」で

は「糊置とは糯粉、精米粉又は其の他の澱粉類を煮て拵へた糊を以て、種々の線や模様を畫取り防染

の装置をすることを云ふ」が、近年では防染の目的以外に「染料を配合した糊を以て寫し染にする

事」が盛んに行われおり、写し染は「防染であると共に糊自體の有つて居る色素を生地に着色せしむ

る」もので「防染着色糊」といえると紹介している９）。同書からは、戦前の京都における糊の使用状

況が理解できるが、おそらく文化財保護法が制定された昭和25（1950）年時も近世までの伝統的な糊

と近代以降の捺染糊（写し糊）が広く使用されていたと推測される。また、同書の第十二編「捺染」

第二章「捺染用の糊の原料」では、澱粉、ゴム、蛋白質が主な種類として紹介されている10）。

捺染糊については産業の観点から新素材開発や製品不具合の要因への対処を目的とした検証実験が

行われている。それらは旧京都市産業技術研究所繊維技術センター・旧京都市染織試験場（現在の地方

独立行政法人京都市産業技術研究所）11）のメンバーが中心となり『京染と精練染色』12）『染色研究』13）な

どに研究成果が報告されている。

一方、作家や職人が用いる糊については『月刊染織α』（染織と生活社）に紹介されている。昭和

63（1988）年の志多野義夫「米（でんぷん）を素材にした染織糊料の基礎知識」その１、その２では
14）、染織材料の糊が網羅的に整理されている。同記事では、糊の具体的な使用例が紹介されており、

項目として織物と糊、織物の仕上げと糊、染色と糊を取り上げている15）。

特に、染色と糊の項では、写し友禅、敷糊、トロ糊、姫糊、江戸小紋、長板中形、一珍糊、型絵

染、泣き止め、糊流し染の糊について記されている。このうち、写し友禅、江戸小紋（目糊、地糊）、

長板中形、一珍糊、型絵染（紅型を含む）は、染色用の防染糊と捺染糊について説明しており、敷

糊、トロ糊、江戸小紋（生糊）は、捺染板に生地を貼り付ける用途が紹介されている。ちなみに姫糊

は、捺染板に生地を貼り付ける用途に加え、張り物や洗濯糊の用途もあることも記されている。

また、泣き止めの糊には布海苔、トラガカント、クリスタルゴムなどが選ばれていることを紹介

し、染料や顔料の固着させるカゼインにも泣き止めの効果があると言及している。

一方、写し友禅の項では、製糊業社について触れられており、京都の型染めに使用する糊は専門

の製糊業者が製造していること、製糊業社では敷糊用、接着用（トロ糊）、写し糊（友禅糊)、ネバ糊

（防染用）、ウール用、合成繊維用、スクリーン用、反応染料用など各社50種類以上の捺染用元糊があ

ることに触れている。

上記以外にも『月刊染織α』には、作家や職人の技術についての取材記事や技術者本人の寄稿が多

数掲載されている。その中には型染、友禅染、筒描16）、金彩17）、糊纈染18）における糊の使い方や、一
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珍糊19）、撒糊20）、写糊21）、揚子糊22）、玉糊23）のレシピが公開されている。無形文化財保護の観点から

は、重要無形文化財・友禅揚子糊の山田栄一（昭和30〈1955〉年５月11日認定、昭和31〈1956〉８月

11日解除）に関する記録があることも注目される24）。

染織技法書を使用した先行研究は、拙稿25）でも整理した通り、染色技法の色材に関するものが多

く、茶・鼠系統の染色については和田、片岸ら26）、黄系統については石井、齊藤ら27）、赤系統につい

ては深津、小松、齊藤ら28）、紫系統については福岡、笠作、齊藤ら29）の研究があげられる。丸塚によ

る黒・茶の劣化に対する意識と知識を検証した研究30）、洗濯・しみ抜きの手法を検証した研究31）では、

染色するための助剤となる布海苔や豆汁に関する記載や、汚れを落としとしての飯粒、うどん粉、牛

皮膠などを取り上げている32）。また、染織技法の復元では河上ら33）、𡈽方、嶋野の報告が上げられる。

𡈽方、嶋野の研究は、近世から近代における防染糊についてとりあげ、染織技法書の記載を参考に糊

を復元し考察を行っている。

嶋野は型染における防染糊としての大豆糊（一珍糊の一種と同報では解釈している）を江戸時代の

染織技法書の記述を参考に復元して考察している34）。嶋野は、中国では大豆による糊（印花麺）が用

いられていたことに触れ、一方の日本では糯米による糊が発生するまでの間、一珍糊が盛んに用いら

れていたことをふまえ、染織技法書に登場する一珍糊の原材料は小麦粉が中心になることに注目し

ている。復元考察によれば、型紙による大豆糊を用いた模様染は可能であるが、大豆糊単独では型置

きが難しく、掻き落とすことも困難で、糊焼けで布が変色することを明らかにしている。しかしなが

ら、小麦粉による一珍糊と混ぜ合わせることでこれが解消したため、日本では大豆が主流ではなく小

麦粉の一珍糊が使用されている可能性を指摘している。一方、𡈽方は染織技法書に記された防染糊に

注目し、それらを一珍糊（同報では小麦粉、大豆粉、蕎麦粉、蕨粉等に多量の石灰をいれて作った糊

と定義している）と糯米による糊に大別し、６種類の糊を試作している35）。同報では、伸縮性に富む

絹に糊を置くには一珍糊ではなく糯米の糊の方が適していること、絹に模様を引き染めする目的から

糯米による糊が出現した可能性を指摘している。また、別報では、江戸時代後期から明治時代にかけ

て染織技法書に登場する玉糊（一珍糊の一種）を復元して考察している36）。

このように、近世染織技法書の糊の記載は制作を伴う研究において活用されてきたが、それは防染

糊を中心としており、染織材料としての糊について網羅的に情報が抽出されているとはいえない。そ

こで本稿では、近世染織技法書の中から染織材料としての糊についての記載を整理することとした。

２．近世染織技法書に記載された糊

２−１ 本稿で対象とする資料と抽出方法

今回、『染料植物譜』（昭和12〈1937〉年）に掲載されている慶安４（1651）年以降に刊行された染

織技法書から、糊に関連する記載を抽出した（表１、表２）。なお、明治時代の初期の可能性がある

文献も近世の情報が含まれているため、一部対象としている。抽出された記述は122件であった。本

稿では、糊の原材料としても使われる「めし」や糠などを使用する精練や洗濯、汚れ落としといった

役割に関しての記載は除外することとした。泣き止めとしての効果をもつ豆汁についても別稿ですで



142

に紹介しているため割愛した37）。また、記載内容について現状では解釈が困難なものについては、可

能性を広げて除外せずに抽出している。

近世染織技法書には、糊の原材料、製法、使用用途について記されているものもあり、それらの用

語は表２のキーワード欄に記した。しかしながら、糊を使用する繊維や生地の情報があるものは少な

く、使用用途を比較する情報が揃わないものが大半であり、今回抽出した記載から各糊の役割を十分

に考察することは難しい事が明らかとなった。また、各技法書の示す言葉が同じものを表しているの

かという点も検証が必要である。

そのことを踏まえたうえで、今回抽出された記載を、糊に関する情報の大枠を理解するために①糊

の原材料と製法、②使用用途の２つの視点で記載を取り上げる。以下、２−２、２−３の出典には

『染料植物譜』（昭和12〈1937〉年）の記載頁を括弧内に記す。

２−２ 糊の原材料と製法

近世染織技法書に記された主な原材料は、糠・米・糯米・小麦であり、さらに葛・そば・蒟蒻・豆

も見られた（表２キーワード欄参照）。実際には、これらの原材料を加工して糊の材料として使用し

ている例も確認できた。例えば、米を原材料とする表記には、白米・めし・飯粒・めしのとり湯（米

を多めの水で炊き、沸騰した湯をとる）・米泔汁・米泔・米の白みづ・米の糀・小米などの表記が見

られる。また、糠の記載にもぬか・もち米のぬか・なまぬか・小ぬか（こぬか）・もみぬかというよ

うに煎糠ではなく生糠であることや、糠をより細かくしたこぬか（粉糠）であることを示す記載も

あった（表２本文欄の二重下線、キーワード欄参照）。

記載内容の中には、先述した現地調査の小紋や型友禅、長板中形と同様の原材料も見られ、これら

は先行研究で紹介した嶋野、𡈽方両氏も注目していた。例えば、『紺屋茶染口伝書』第三 のりかげ

ん（590頁）には、糊に糯米の糠と塩を加えることが記されている。同箇所には、「つねのこもん」の

「しろめ」は、糊に「もち米のぬか」を加え、「ぐろめ」は「しろめ」に比べて糠を少し控える。さら

に「のりおき」には糊に塩を加えることが記されている。

また、『秘事記』「十二染物▲紺屋の糊の法」（63頁）や『民家日用 廣益秘事大全』紺屋糊を作る

法（章：萬染物之法）（854頁）には、糯粉、蠣の灰を原料とした紺屋糊の製法についての記載が見ら

れる。蠣の灰は石灰同様の効果を持つと考えられる。

一方、『聞書秘伝抄』七 箔すりはくおしやう付のりねりかげんの事（569－570頁）には、姫糊の

製法について「米を一夜水にほとばかしこまかにすりきぬにてこすべし」という記載があり、姫糊が

米を原料としていることが理解できる。

２−３ 糊の使用用途

糊の記載にはＡ摺箔を施す際に使用する糊や、Ｂ製織に使用する糊、Ｃ防染糊、Ｄ泣き止めの糊な

ど、使用用途を推測できるものがあった。

Ａ 摺箔を施す際に使用する糊

『聞書秘伝抄』七 箔すりはくおしやう付のりねりかげんの事（569－570頁）に、とさふのり、ひ
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めのり、かたのりを使用することが記されている。同箇所のとさふのりの記載は、土佐産のふのりで

あることが確認できる点が注目される。

Ｂ 製織に使用する糊

羅紗を起毛し整える役割としての記載が『聞書秘伝抄』と『錦囊智術全書』⑦「秘事指南車」に見

られる。

『聞書秘伝抄』十八「らしやのおりやうの事」（576頁）には白水とふのり、そして、『錦囊智術全

書』⑦「秘事指南車」（871頁）にも米泔汁、海蘿の記載がある。なお、白水と米泔汁は米の研ぎ汁を

示していると思われる。

また、『染料植物譜』には所収されていないが、大関増業『機織彙編』（『機織彙編／木綿製作弁』

江戸科学叢書15、恒和出版、1979）にも製織に使用する糊の記載がある。「錦織製方」の項（145頁）

には経糸にはふのり、緯糸には色によって紺屋糊又はわらび糊、葛を用いるとあり、「縐紗（ちりめ

ん）織方の項（167頁）も白米とのり粉、菜種油による糊の製法が記されている。

Ｃ 防染糊

防染糊の記載は多く、型染の防染糊や紋所の染め抜き、更紗の模様の防染に関する記載が見られ

る。

『当世染物鑑』両めんこもんつけ（627頁）には、長板中形のように生地の表面と裏面の両方から

糊を置いている技法について記されている。その際の糊は「のりはあかねに而も。あいはなに而もい

ろのりにしてつけて。」とある。これは、長板中形の緋粉を加えた糊や、友禅の糸目糊などで使用さ

れている茜により赤く発色させた防染糊と同様に、生地は染まらないが防染糊と解釈できる。記載の

ある「あいはな」は顔料化した藍花を示すものか、露草・青花を示すものかは検討が必要であるが、

藍顔料の場合には接着剤無しでは生地には染まらず、露草や青花は染料で水に落ちる特徴を持つの

で、生地に染着することなく糊に混ぜて使用することができる。

型紙を置くための糊も、いくつかのバリエーションが見られる。『民家日用 廣益秘事大全』「紋

所をつくるには」（854頁）には、紋所と小紋の防染に紺屋糊を使用することが記されている。また、

『染物秘伝』「りきう染」（755頁）には、「一、こんにやく粘にて形を付る。貮枚形成る共三枚形なり

共打也。」というように蒟蒻を使用した糊を型付に使用したことがうかがえる。

紋所を染め抜く糊にも多様である。『紺屋茶染口伝書』第廿四桃がわそめしほのかげん・第二もん

所のりのさしかげん（590頁）には、姫糊とこのりを調合した糊の記載があり、『秘事記』十二染物▲

もんの付やう （635頁）には、絹における紋所の防染として紺屋糊の記載が見られる。『民家日用 廣

益秘事大全』「紋所をつくるには」（854頁） にも紺屋糊を使用した工程について「紺屋糊をかたくして

紋のうへにひき。その上に手水ぬかをふりかけてほし。其後布をそむるなり。」と記されている。紺

屋糊同様に糯粉を原料とするものとして、『染物重宝記』「紋ぬきの事」（777、784頁）には、「茶染屋

ものは紋をもちのりにつけてよし。」という記載がある。

その他、『紺屋仁三次覚書』「染物紋所付るぬきよふの仕方」（735頁）には、絹の紋所の防染に、薬
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種五ツ色（そばのこ、ぎしやくから、ごぼうし、白凡んごし、白ちやうげ）を粉にして、藍ものなら

ば上酒でねり付け、茶類ならば酢にてねり付け、檳榔子の類は二度塗るという記載が見られる。

一方、先行研究で紹介した嶋野、𡈽方両氏も注目していた一珍糊を使用した防染糊の例となるのが

そばの飛
と び こ

粉・散
ち り こ

粉38）、明礬、水膠 を利用する方法である。『更紗図譜』更紗描法心得の事（696頁）に

は散粉を用いた白く染め抜く工程について「（前略）紋がらなど白く染脱んとおもふには。散
ち り こ

粉散粉

の事下にしるすにて。細くとも。太くとも。其好に随て其染脱く所を描き。よく乾して後。一面に絵

具にて塗て。其後洗ひおとせば。白く模様は残るなり。（後略）」との記載があり、散粉をおいてよく

乾かしてから絵具を塗り洗い落とせば白く模様が残ることが記され、防染として使用されていること

がわかる。

Ｄ 泣き止めの糊

泣き止めの糊は、顔料の接着や染料と混ぜて使用する例が見られた。『秘事記』「十二染物▲又方

又は黒染」（633頁）には、僧の着する墨染衣の法として、まず、紺で下染し、墨に葛糊を練り使用す

ると、白衣にも墨が映らず、糊が見えないという記載が見られる。 同様に、『民家日用 廣益秘事大

全』「黒染」（847−848頁）にも、紺で下染し、墨に葛糊を練り使用することが記され、特に「惣てく

ろき物の糊は葛を用ゆべし。のりのあと少しも見えず。」と黒染には葛糊を使うべきであると指摘し

ている。

『紺屋仁三次覚書』「役者すりのしよふ」（723頁）には「一、ゑこのあぶらを煮て、黒摺なら松煙

墨。よくまぜて、ふのりをまぜる。赤摺ならベンガラ。朱青摺なら緑青。」と荏油に松煙墨や弁柄、

緑青とふのりを混ぜる記載がある。

また、『秘伝徳用 諸色手染草』には、豆汁にふのりを混ぜて使用する例が見られる。同書の「う

ぐひす茶」（651頁）では、「ごまめのしるにあひをまぜ。ふのり少し入。一ぺん染て。かりやすのせ

んじしるにて一ぺんそめうへのとめにめうばん少し水にかきたて染てよし。」とあり、「かわらけ色」

（654頁）には、「にいし五両を豆汁にといて、ふのりを少し入れて染める。」「しやれがき」（654頁）

には、「玉子つちをすみ火にてやきかへし。豆汁すりまぜ、ふのり少し入れて、はけにて引染め。」 と

何れも染色の助剤として使用される豆汁にふのりを少量混ぜて使用している。

また、模様の染め分けや描絵にもふのりや豆汁を使用していることは、『紺屋仁三次覚書』「さらさ

仕よふの事」（727頁）、「白上りにもよふ付仕上け」（729頁）からもうかがえる。

一方、糊は現地調査でも調整の多い材料であることを記したが、それは近世染織技法書の記載から

もうかがうことができた。例えば、『紺屋仁三次覚書』には、糊の調整について「なまのりにて形付

もよふ付はやそめ（の）事」（725頁）には早く型付を行うための工夫が記され、「きぬもの正平紋仕

よふ」（735頁）には、絹地に正平紋を施す場合には、おしろいを溶いた水に型糊と続飯を使用して調

整する工夫が記されている。

先述した通り、今回抽出された記載について、それぞれの糊の技法における役割を解釈するには、



145［資料紹介］近世染織技法書における糊

さらなる情報整理と検討が必要であるが、𡈽方が示した通り、防染糊には、糯米を原料としたもの、

一珍糊に大別できるということは、今回抽出した記載の上でも確認できた。そのうち、糯米を原材料

とするタイプは、現在も使用されている糯米や糠、塩を原材料としている系統へ受け継がれていると

考えられる。さらにこの系統は、近世では使われていなかった合成染料と組み合わせても受け継がれ

ていることは注目すべきである。同様に、泣き止めに使用されるふのりや豆汁も、合成染料と組み合

わせながら現在でも使用されている材料であり、我が国の染色技術を考えていく上では、注目すべき

材料といえるであろう。

３．染織技術保護における原材料の意義の検証に向けて

本稿で紹介した資料により、現在でも使用されている糯米や糠、塩を原材料とした糊、ふのりや豆

汁が近世にも利用されていたことが明らかとなった。

現在の染織技術を含む工芸技術の用具・原材料を保護する法律として、文化財保護法がある。昭和

25（1950）年に制定された同法は、我が国の文化財の枠組みの中に無形文化財として工芸技術の一分

野として染織を対象としている。

無形文化財とは「演劇・音楽・工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国にとって歴史上又は芸

術上価値の高いもの（文化財保護法第２条第１項第２号）」を示す。文化財保護法制定から約70年の

間、工芸技術の保護措置には、重要無形文化財の指定認定制度、記録作成等の措置を講ずべき無形文

化財の選択、選定保存技術の選定認定の制度によって様々な技術が保護の対象となってきた。

令和３（2021）年、無形文化財と無形民俗文化財にも登録の制度が新設されたが39）、その新設制度

においても工芸技術の保護措置は従来と同様の手法がとられる。それは、技術を登録し、その技術を

高度に体得している者、又はその集団を認定するという手法である。無形の文化財は、それを体現で

きる「人」（又はその集団）の行為によってはじめて実体をもつ。工芸技術の場合、その技術を体現

するには、原材料、そして用具が不可欠である。それを示すように、昭和50（1975）年の文化財保護

法の改正で新設された選定保存技術の枠組みでは、工芸技術の原材料や用具の製作技術が保護の対象

となってきた。さらに同改正では、重要無形文化財の認定に保持団体認定40）が加わり、保持団体認定

で設けられた指定要件には、当該重要無形文化財の原材料や用具が明記されている。このように、工

芸技術の保護を考える上では、原材料や用具は重要要素として捉えられてきたといえる41）。

同法では、無形文化財に歴史上の価値と芸術上の価値を掲げている。染織分野においては本稿で取

り上げた近世染織技法書によって材料（あるいは原材料）について近世の状況を検討することができ

る。近世染織技法書は、染織技術の歴史上の価値を検討するには、重要な資料といえるであろう。

これまで重要無形文化財として保護の対象となった工芸技術（染織分野）を振り返ってみると、近

代以降に我が国に導入された技術も対象となっている事が理解できる。詳しくは拙稿を参照いただき

たいが42）、例えば、江戸小紋に用いられる地糊（しごき糊）には、合成染料を加えた糯米系統の捺染

糊が用いられている。江戸小紋は初期に保護対象となった染織技術であり、地糊を使用していること

についても十分に議論されたと考えられる。
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本稿で得られた防染糊の原材料は、現在でも染織材料としてみられるものが多くある。一方で、同

じ型染であっても、捺染糊と防染糊では染色のメカニズムが異なり、工程が変わるのである。そのこ

とを考えても、原材料が技術に与える影響は大きいといえる。

現在の技術は近世の染織技術のどのような点が受け継がれたものであるのか、原材料の加工技術は

受け継がれているのか、それらは染織技術を支える重要な論点である。今後も染織技術保護における

原材料の意義の検証にむけて、本稿で紹介した資料を活用しながら調査研究を続けていきたい。
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いて」『文化財保存修復学会誌』49、文化財保存修復学会、2005年、25−40頁。

福岡裕子・齊藤昌子「江戸時代の陣羽織に用いられた舶載赤色毛織物 その色と染料および媒染剤

について」『文化財保存修復学会誌』51、文化財保存修復学会、2006年、38−50頁。

福岡裕子「江戸時代後期の陣羽織に関して（特集 江戸の民族藝術）」『民族芸術』22、民族芸術学

会、2006年、80−87頁。

福岡裕子・河島一惠・長崎巌［他］「墨資料館所蔵陣羽織の形態、材質、加飾技法の特徴と歴史

的位置づけ」『服飾文化学会誌』７（１）、服飾文化学会、2006年、71−90頁。

29）福岡裕子・笠作奈樹・齊藤昌子「共立女子学園所蔵「紫呉呂地隅入菱に女篠笹紋陣羽織」の科学

的分析と歴史的考察」『共立女子大学家政学部紀要』52、共立女子大学、2006年、1−11頁。

深津裕子・笠作奈樹・齊藤昌子「江戸時代後期陣羽織に用いられた紫色毛織物の素材と技法の分

析」『文化財保存修復学会誌』53、文化財保存修復学会、2008年、20−34頁。

30）丸塚花奈子「江戸時代における染色品劣化に対する意識と知識 : 黒および茶色染色品について」

『服飾文化学会誌』16（１）、2015年、37−48頁。

31）丸塚花奈子「江戸時代文献資料に見られる洗濯・しみ抜きの手法に関する研究」『服飾文化学会

誌 』18、2017年、37−48頁。

32）注31前掲書、41頁、表２「江戸時代文献資料に見られる汚れと洗浄剤および被洗物の種類」参

照。

33）平成15 ～ 19年度私立大学学術研究高度化推進事業「産学連携研究推進事業」『江戸時代の小袖に

関する復元的研究』関西大学アート・インスティチュート、研究代表者：河上繁樹、2003〜2007

年。

34）嶋野徑子「型染における防染糊に関しての一考察：大豆糊を中心に」『文化学園大学紀要 服装

学・造形学研究』第30集、1999年、99−106頁。

35）𡈽方孝子「江戸時代における防染糊についての一考察」『文化学園大学紀要』第22集、1991年、

115−120頁。

36）𡈽方孝子「防染糊についての一考察―紅花で染める場合」『文化学園大学紀要 服装学・造形学

研究』第32集、2001年、75−81頁。

37）注34前掲書参照。

38）『更紗便覧』白く染ぬきよふの事（667−668頁）では、「此飛粉と云ふは絹のふるいにそば粉を入。

静にふるい廻りのふちに付し飛粉を取なり」と説明があり、『更紗図譜』白く染ねきやうの事（701

頁）の同じ個所にも、「蕎麦の散粉（散粉とは、蕎麦を磨て、絹篩にてふるふ時、其篩のふち或は

覆などへ付し極細末をいふ）」と記されるため飛粉と散粉は同一のものと考えられる。

39）文化財保護法の一部改正については、詳しくは文化庁のホームページを参照。（https://www.

bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/93084801.html）2022年12月14日。

40）重要無形文化財の工芸技術のうち染織分野の保持団体認定は結城紬（保持団体：本場結城紬技術

保持会）、小千谷縮・越後上布（保持団体：小千谷縮・越後上布技術保存協会）、久留米絣（保持団

体：重要無形文化財久留米絣技術保持者会）、喜如嘉の芭蕉布（保持団体：喜如嘉の芭蕉布保存
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会）、久米島紬（保持団体：久米島紬保持団体）、宮古上布（保持団体：宮古上布保持団体）、伊勢

型紙（保持団体：伊勢型紙技術保存会）である。

41）文化財保護法における工芸技術保護の変遷については拙稿「無形文化遺産としての工芸技術―染

織分野を中心として―」(『無形文化遺産研究報告』3、東京文化財研究所、2009年）を参照。

42）拙稿「工芸技術記録に関する研究―『江戸小紋技術記録』を通じて―」（無形文化遺産部プロ

ジェクト報告書『無形文化財の伝承に関する資料集』2011年３月）、東京文化財研究所を参照。

菊 池 理 予（東京文化財研究所 無形文化遺産部）

牛 村 仁 美（元東京文化財研究所 無形文化遺産部）
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書籍名 出版年 出版地 出版社 著者 書籍情報 原典

1 『聞書秘伝抄』 慶安4(1651)年刊 ― ― ―

『聞書秘傳抄』慶安4(1651)年刊、以後度々改版
し異版がある。本書は江⼾時代の染織に関する
版本中最古のもの。染織関係のみ『染料植物
譜』染色篇に活字化した。翻刻と校異を付録し
た東京家政学院大学紀要16号「聞書秘傳抄につ
いての研究」飯塚容子・国分暁子・吉井始子
（東京家政学院大学）がある。

東京大学総合図書館蔵
（国書データベー
ス）、承応元年刊本を
参照。

2 『紺屋茶染口伝書』 寛文6(1666)年刊
京都 柳馬場
通押小路下ル
町

繪筆屋勘右衛
門板本

―

『紺屋茶染口傳書』寛文6(1666)年刊本。江⼾時
代染物関係の単行本として最古のもの。『染料
植物譜』染色篇に白井文庫本と京都府立図書館
本とにより校合して収録したが、誤読の多いも
のが『京染の秘訣』に見え、『古代染誌』には
現代語に書き直されたものが収録されている。

国会図書館蔵（国立国
会図書館デジタルコレ
クション）、寛文6年刊
本を参照。

3 『萬染物張物相傳』
元禄、宝永(1688
〜1710)頃刊か？

― ― ―

『萬染物張物相傳』元禄6(1693)年刊。脱落があ
り、現存部が原本の半分のみ。著者は明記を欠
くが、序文より染物師と推定される。別項『染
物集』は本書の書写本であると判明。残存部(凌
霄文庫本)は『染料植物譜』染色篇に押絵共々収
録してある。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

4 『当世染物鑑』 元禄9(1696)年刊 ― 野田屋利兵衛 ―
『当世染物鑑』元禄9（1696）年刊本。『染料
植物譜』染色篇、及び『古代染誌』に活字化さ
れている。

The Metropolitan 
Museum 蔵（ARC古典
籍ポータルデータベー
ス、立命館ARC提
供）、元禄9年刊本を参
照。

5 『秘事記』
宝永2（1705）年
刊

―
洛陽六角書林 
茨城多左衛門
板行

貝原益軒

『秘事記』宝永2（1705）年刊本。外題を『鄙
事記』（巻1・2）、『秘事記』（巻3・4・7・
8）、『飛しき』（巻5・6）、内題を「萬寳鄙事
記」となし、8巻4冊から成る。本書の全巻は
『益軒全集』巻之一に、染物門は『染料植物
譜』染色篇に活字化されている。

お茶の水女子大学図書
館蔵（国書データベー
ス）、書名『万宝鄙事
記』、宝永2年刊本を参
照。

6
『国花万宝 日本居家
秘用』

享保16(1731)刊 ― ― ―

『國花萬寶 日本居家秘用』元文2(1737)年刊。
「享保16(1731)年」の序があり、「元文2(1737)
年⺒三⽉吉日 ⼼齋橋筋順慶町 浪花書林 柏
原屋與市」が印行したものである。但し後刷本
には著者名と刊記を削り、著者版元不明のもの
がある。本書は中国の『居家必要』に準じ、三
宅健治が日用須知の諸事項を室屋、衣服、飲
食、染色などの24門に分け略説したもの。複製
本に『家政学文献集成』江⼾期Ⅲ、染色門のみ
は『染料植物譜』染色篇に活字化されている。

東京藝術大学附属図書
館（国書データベー
ス）、元文2年刊本を参
照。

7
『秘伝徳用 諸色手染
草』

明和9(1772)刊
京都寺町二条
下ル

書林 田中屋
半兵衞板

―
『秘傳徳用 諸色手染草』明和9(1772)年刊。編
者不明。凌霄文庫には同書を他に2部蔵す。『染
料植物譜』染色篇に活字化した。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

8 『更紗便覧』 安永7(1778)年刊

江⼾日本橋通
壹町目、京都
三條通高倉東
江入ル

御書物師 出
雲寺和泉掾

蓬萊山人歸橋

『佐羅紗便覧』安永7(1778)年刊本。内題「更紗
便覧」。『染料植物譜』染色篇に本文全部と、
更紗図の一部を収録したが、『古典染織資料叢
書』第1巻には後出の『増補 華布便覧』と『更
紗圖譜』との三部を収め詳細な解説加注を施し
た。なお、後年本書に『増補 華布便覧』の口
絵のみを挿入し、増補版の名で重版したものに
「文化5年(1808)京都 河南喜兵衛 石田治兵衛
版」「明治16年(1883)大阪 華本文昌堂版」が
ある。明治版には刊記有りと無しの2種類がある
がいずれも文昌堂版である。

国文学研究資料館蔵
（国書データベー
ス）、安永7年刊本を参
照。

9 『増補 華布便覧』
安永10（1781）
年刊

江⼾日本橋通
壹町目

御書房 出雲
寺和泉掾

『佐羅紗便
覧』を久須美
孫左衛門が増
補。

『増補華布便覧』安永10（1781）年刊本。安永
7（1778）年版の『佐羅紗便覧』を華布師久須
美孫左衛門周在（屋号白子屋）が増補したも
の。『染料植物譜』染色篇には本文全部と、更
紗図の一部とを収録し、『古典染織資料叢書』
第1巻には全巻を収め、解説補注してある。

東京藝術大学附属図書
館蔵（国書データベー
ス）、安永10年刊本を
参照。

表１ 糊・糠の記載が見られる近世染織技法書一覧
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10 『紺屋仁三次覚書』 天明4(1784)年写 ― ―
⻄照寺村紺屋
仁三次

『紺屋仁三次覺書』天明4(1784)年写本。肥後国
⽟石郡⻄照寺村（現・熊本県⽟名郡睦合村大字
⻄照寺）の紺屋仁三次が手写した覚書。『染料
植物譜』染色篇に活字化した。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

11 『更紗図譜』 天明5(1785)年刊

大坂北久寶寺
町三丁目 三
休橋筋南へ入
東側

製本所 花本
安次郞

『増補 華布
便覽』を稲葉
通龍が補正。

『更紗圖譜』天明5(1785)年刊本。天明4年
(1784)版『増補 華布便覧』を補正して同5年に
発行。内容は⺟体に⽐し著しく整備されてい
る。初版は天明5年刊だが、編者の没後版木は
転々として、或いは改題、内容の配列を変更、
分冊、合冊などが行われた雑多な諸本が現れ大
正期に及んでいる。凌霄文庫蔵の後印刷本は、8
種ある。『更紗圖譜』の本文は『京染の秘訣』
と『中央美術』第6号に本文と更紗図の一部とは
『染料植物譜』染色篇に収録。『古典染織資料
叢書』第1巻には全巻を活字化して校訂補注を施
した。

東京藝術大学附属図書
館蔵（国書データベー
ス）、天明5年刊本を参
照。

12 『染物秘伝』 寛政9(1797)年写 ― ― 紺屋清三郎

『染物秘傳』寛政9年(1797)写本。染屋清三郎の
書写本。この写本の原典は不明であるが、文
体、形式などの点から考察して、2種以上の書か
ら手写したことは明らかである。全文は『染料
植物譜』染色篇に活字化した。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

13 『染物屋覚書』
享和（1801〜
1804）年頃写
か？

― ― ― 『染物屋覺書』江⼾後期写本。
原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

14 『染物重宝記』 文化8(1811)年刊

江⼾大傳馬町
二丁目、同日
本橋白銀町四
丁目、大坂⻫
橋北詰、京三
條寺町⻄

書林 大和田
安兵衛、同忠
助、芳田宗三
郎、菊舎太兵
衛

―

『染物重寶記』天明4年(1784)序。本書は「染織
見本帳解説」の部所載『諸色染手鑑』の著者京
都の茶屋武藤某の著。文化8年（1811）版の⺟
本である。『染物重寶記』文化8年（1811）
刊。本書は、天明4年（1784）版に10種の挿絵
を挿入し本文を増補改訂したもので、少なくと
も三度以上重版したものと思われる。凌霄文庫
蔵は3種あり、それぞれ小異が認められる。（第
1種本：文化8年刊。第2種本：頭書の第1図反物
が彩色刷りとなっている以外は第1種本と同一。
第3種本：前2書には欠いた大題がつけられ、そ
の中央に「文化新板 染物重寶記」、右側に梅
の図、左側に内容の紹介がある以外、前2書と同
一。）『故事類苑』に引用され、『京染の秘
訣』には挿絵を除く全巻、『染料植物譜』染色
篇には第3種本を完全に収録した。

『家政学文献集成  第
3冊』（田中ちた子、田
中初夫 編、渡辺書店、
昭和40〈1965〉年。国
立国会図書館デジタル
コレクション）に翻刻
された、文化8(1811)年
刊本を参照。

15
『⺠家日用  廣益秘
事大全』

嘉永4(1851)年刊
京都寺町通佛
光寺、江⼾、
大阪

河内屋藤四郞
外十軒、須原
屋茂兵衛以下
八軒、河内屋
藤兵衛以下二
軒

浪華市隱三松
館主人の編輯

『⺠家日用 廣益秘事大全』嘉永4年（1851）
刊。
収録次項はほとんど既刊書からの抜粋集成。翻
刻本に『家政学文献集成』江⼾期Ⅲ、『染料植
物譜』染色編に染物関係事項が活字化されてい
る。

国会図書館蔵（国立国
会図書館デジタルコレ
クション）、書名『広
益秘事大全』、嘉永4年
刊本を参照。

16

『錦囊智術全書』
（合本、別タイトル7
冊）
 ①『百工秘術前編』
 ②『拾⽟智恵海』
 ③『増補拾⽟智惠
海』
 ④『拾⽟續智惠海』
 ⑤『拾⽟新智惠海』
 ⑥『秘傳世寳袋』
 ⑦『秘事指南車』

嘉永4(1851)年刊 大坂 河内屋新次郞 ―

『錦囊智術全書』嘉永4年（1851）刊。下記の4
種本の各目録を削除して合本し、第1〜7冊にし
た。
『太平廣記 百工秘術』前編上中下3巻、『拾⽟ 
続智恵海』上中下3巻、『拾⽟新智恵海』上中下
3巻、『増補 拾⽟智恵海』上中下3巻。『享保
以降 大阪出版書籍目録』より初版は天明8年
（1788）であり、凌霄文庫蔵の嘉永4年
（1851）版は再版であることが明らかになっ
た。『家政学文献集成』続編江⼾期Ⅳに翻刻さ
れている。

同志社大学図書館蔵
（国書データベー
ス）、書名『錦嚢智術
全書』、嘉永4年刊本を
参照。

17 『嶋屋右衛門染本帖』
文久2(1862)年頃
筆

能登国羽咋群
中邑村大字圓
井村

― 嶋屋兵右衛門

『嶋屋右衛門染本帖』文久2(1862)年8⽉に、能
登国羽咋群中邑村大字圓井村の染物職嶋屋兵右
衛門が筆を起した染方覚書。最終は外国産天然
染料及コールタール染料の応用にまで及ぶが、
最終記述年⽉を詳かにしない。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。
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18 『更紗染之法』
江⼾後期写本
か？

― ― ―

『更紗染之法』江⼾後期写本。⽑岡(真岡)木綿
に更紗の染方を記した手写本。著者、年次も不
明。表紙合わせて8枚よりなる小冊子。『染料植
物譜』染色篇に翻刻を収録。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

19 『重宝 日用染物伝』
刊行年不明(江⼾
後期版本か？)

東都か？ ― ―

『重寶 日用染物傳』江⼾後期版本。内題を
『秘傳 しみ抜染物法上(中・下）東都』の3巻1
冊本。著者名、刊記も欠くが、外題下に品久の
商号があるので、江⼾に於いて品久が刊行した
ことが判る。記載事項は前編既刊書からの抜粋
で新味はない。『染料植物譜』染色篇に全編を
活字化。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

20
『縁形 染風呂敷伝
書』

明治4(1871)年写 ― ― 正畫堂觀禮

『縁形 染風呂敷傳書』明治4年（1871）写
本。内題「新規究理 染風呂敷傳法」を外題と
した書もあるが内容は同一である。『染料植物
譜』染色篇、『袱紗・風呂敷』（宮井株式会社
刊）に活字化した。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
および『袱紗・風呂
敷』（宮井株式会社、
昭和45〈1970〉年）を
参照。

21 『日本染法』
年代不明写本(明
治初期か？)

― ― ―

『日本染法』明治初期写本。原典は国立国会図
書館白井文庫に架蔵。本書は白井光太郎から
『染料植物譜』編纂に際し、貸与された染物文
献のひとつである。白井が本書を入手したのは
明治42（1909）年2⽉22日ということが、奥書
によって明らかだが、原典の書写年代は抹消さ
れ明らかでない。誤字が多く落丁もあって善本
とは言い得なかったが、『染色家傳秘法』を入
手前のこととて『染料植物譜』染色篇に活字化
した。

国会図書館蔵（国立国
会図書館デジタルコレ
クション）、年代不
明、刊本を参照。

22
『絹糸染物秘傳染物落
秘法』

明治初期か？、
写本

― ― ―

『絹糸染物秘傳染物落秘法』明治初期写本。本
書は「染物秘傳」に⻘⽵色、にごん染などを、
別紙に「絲類染入之法」として備後松本新三郎
伝として緋縮緬染粉合せ方などを記し、その他
に「しみ抜法」15項、「発明」2項がある。筆録
記年を欠くが、松本新三郎の手法に一部合成染
料を使用してある点から、明治初期のものと推
定する。

原典が確認できなかっ
たため『染料植物譜』
を参照。

※出版年・出版地・出版社・著者は、後藤捷一『染料植物譜』はくおう社、昭和47（1942）年を参照した。
※書籍情報は、後藤捷一『日本染織文献総覧』染織と生活社、昭和55（1980）年を参照した。
  なお、『嶋屋右衛門染本帖』は、『日本染織文献総覧』に記載がなかったため『染料植物譜』を参照した。
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書籍名 見出し

1 『聞書秘伝抄』
七 すりはくおしやう
付のりねりかげんの事

とさふのりを湯をあつくわかしてねり。いかにもほ
ひめのりを二いろにねりてその内一いろはかたくね
てのりをすくひあげのりのだらだらとおつるほとに
て。そのうへよりまづかたのりをはけにてひき。さ
てをつけたるがよし。又ひめのりのこしらへは米を
あを木ばをかけをく。しるきのりにはかみをふたに
はくいきをふきかけて見ればはくのはしひらひらと
へつけてたうわたにておしつけべし。のりのよくひ
よく。ひろくけづりて。そのうへにすりはくををき
てこすべし。かたをつけべきまへに水の中にひたし
へのりをひくべし。一へんのりをひき又水にかたを
すべし。まえへのごとくしめしをとるべし。

1 『聞書秘伝抄』
十八 らしやのおりや
うの事

きわた壹匁。たぬきの毛五分。これはたてのいとな
るやうにいとにして。あらあら常のごとくをるべし。
毛出べし。これにても出ぬときはふのりをよくとき

2 『紺屋茶染口伝書』
第廿四 桃がわそめし
ほのかげん

かわ少あたゝめ。すなはちなべの中にて染付申候。
しをそく候へばのりとけ申候間。ずいぶんてまはし
きなく候。又けんぼうのたぐひは。かわをあたゝめ
つかみよせ。もんからさきへそめしぼりて。のこり

2 『紺屋茶染口伝書』
第二 もん所のりのさ
しかげん

何にてもこくもちのたぐひには、ひめのりにこのり
候。

2 『紺屋茶染口伝書』 第三 のりかげん
つねのこもんしろめなるには。のりにもち米のぬか
は。ぬかを右のより少ひかへ申候。又大きなるかた
申まではなく候へともかきしるし申候。

3 『萬染物張物相傳』 ぎんすゝたけ 右はちやすゝたけとをりそめ。きぬまきにてよくう

4 『当世染物鑑』 きんちや
下染もゝかわに而一ぺんそめほし。二へん目に右の
にして吉。むしはあくのうゑ水にてすゝぎかけ。ほ
をひき候へばはやくでき上り候也。

表２ 近世染織技法書に見られる糊・糠に関する記載一覧
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書籍名 見出し

4 『当世染物鑑』 本すゝ竹
下染もゝかわに而二へん染。かねくろみ大ぶんかけ。
ぎん出し申ときは。のりに而はり候而は成不申候。

4 『当世染物鑑』
うこんべにるいにもん
ちらしつけ

一、うこんべにるいにもんちらしつけ申しやうは。
ゆへ。なまぬかをまき申なり。但しのりに入候はく

4 『当世染物鑑』
ほんもみべにうこんの
うへにかたもんちらし
等つけ

一、ほんもみべにうこんのうへにかたもんちらし等
しばいいれすたき。ゆとりもちを入つけ申なり。う

4 『当世染物鑑』 両めんこもんつけ

一、両めんこもんつけやうのしだいは。其そめぢを
かたのうらよりつけいだし而。ゑんしりのうけくち
いろのりにしてつけて。いたをまくらすにほしあげ。
け候而よし。

5 『秘事記』
十二 染物 ▲又方
（又は⿊染）

布帛(ふはく、ぬのきぬ)下地を紺色によく染乾し。好
にかけ。しいしを用て。よく張り。日に干て乾たる
にして墨にまぜ。刷毛にて布帛の表によくぬりて。
るおし)く。⿊く成て。白⾐にも墨うつらず。是僧の
をもちゆべし。糊見えず。
※（ ）は、わかりにくいので追記、または振り仮名を記

5 『秘事記』
十二 染物 ▲梔子
(くちなし)染の法

梔子皮も実も細に刻み。一夜水にひたし。よくもみ
けの日絞あげ。糊を付け。きぬの裏を日おもてにし

5 『秘事記』
十二 染物 ▲紺屋の
糊の法

糯米をよく精(しら)げて一升。少も滓(かす)なきやう
ね。鍋にいれ。なる程よくいぼ出来るほどに煮て。
れ。さめざる内に。又蠣灰二匁二分。湯少許りにて
先器に入れ。又別の器に湯をいれ。右の糊を入たる

5 『秘事記』
十二 染物 ▲もんの
付やう

紋をきぬにかきて。こんやのりをかたくして。紋の

6
『国花万宝 日本居家
秘用』

▲渋染の法
生渋一升に水九升入れ。たらひにてよく和合(まぜあ
をおとし右の渋水へつけ。よくもみ合せ棹(さほ)にか
の尽(つく)るまで染てほすべし。渋色むらなくわたり
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書籍名 見出し

7
『秘伝徳用 諸色手染
草』

うぐひす茶
ごまめのしるにあひをまぜ。ふのり少し入。一ぺん
きたて染てよし。

7
『秘伝徳用 諸色手染
草』

かわらけ色 にいし五両をこまめの汁にてとき。ふのり少し入そ

7
『秘伝徳用 諸色手染
草』

しやれがき 玉子つちをすみ火にてやきかへし。こまめの汁にす

8 『更紗便覧』 白く染ぬきよふの事

何色にても模様を白く染ぬくはそばの飛粉(とびこ)
に付し飛粉を取なり。又明礬をよくよくつふし極々
り。兎角交りかねる物ゆへ能々心得有べし。又方右
たかたまるゆへ面書を用ゆべし。それにても乾来る
かならず絵の具のしみるなり。能々(よくよく)加減し

8 『更紗便覧』 吹絵仕様の事
此(この)吹絵更紗(ふきえさらさ)の事は色々仕法あれ
を置。又細き物を書時は右の飛粉(とびこ)にて書。其
吹時は糠をやめ小米をふりかけて吹事も有。

8 『更紗便覧』 金更紗の事

金更紗銀さらさの類は何にても模様を書。仕まい洗
より葛のりを引日に當ずして能干上りたる時。角(つ
時水膠をたいがいにとき。其上を又一通り書。乾か
外(ことのほか)光彩(こうさい)有(ある)も仕方は右の

9 『増補 華布便覧』 ⿊

檳榔子 壹匁五分 石榴皮 壹匁六分貮厘 五倍子 
せんじものを二へんかけ。尤一ぺん一ぺんにほし。
多々上々の⿊となる。尤模様の方へにじみ出るもの
は絵の具留あしく。せうゑんじの上を筆にて二三ぺ
べし。外の色には梅水のとめいらす。紫と⾚其外せ
にて水洗をして。又豆ごを仕直し絵具をさし。又水

9 『増補 華布便覧』 インチン
唐しやぼん二匁 細につぶし水少し入て暫おけばと
匁 上々の御膳といふうどんの粉五匁 調合してね
わかし瓶に入置べし。別而京都加茂川又は柳の水な

10 『紺屋仁三次覚書』 役者すりのしよふ
一、ゑこのあぶらをよくよくにる也。此中にそれに
よくにやしてこゆくしてこし。右のしるにすりませ
ろくしよふか。右はまへの仕ほふのごとく。
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書籍名 見出し

10 『紺屋仁三次覚書』
染物紋所付るぬきよふ
の仕方

一、そばのこ 拾匁。ぎしやくから 壹両。ごぼう      
にして。あつくつくるがよし。一夜おく也。とだな
に上をはゝきすつれば後はぬけて出るなり。あいの
のるいは二どにぬる也。右之通二品せんにかこにて

10 『紺屋仁三次覚書』 小紋形仕よふの事

一、先上ざらしは小紋共は小ぬかに。又酒屋⾐の上
入るゝか形きわよろしく。花色に形付を染め申とき
上け染る也。よろしきとき也。但しごはこゆくいた
上に形をつける也。いつれ形付小紋は二へんご入れ
つくりとしめりては形どしみよろしからず。一、き
紋付花色物は紋はおもてよりすいぶんかたのりをこ
き。右同前によくこしらへ引留る也。

10 『紺屋仁三次覚書』 はぶたい形付の事
一、まつのりをかたくねりおき。すいぶんすいぶん
ろし。

10 『紺屋仁三次覚書』
なまのりにて形付もよ
ふ付はやそめ（の）事

一、まつ白灰水を立る也。つねののりねる白灰水か
のとける間たたく也。とけ申候時にのりの壹升入つ
屋わらかにねり。又その上へをつねののりねるよふ
くすためおきそれにごまの油五勺ほどさし入。よく
し書へし。

10 『紺屋仁三次覚書』 上引のりの事
一、そばのこ 十匁。⻨こ 十匁。天くわふん 二
にてもさしものいたし。火にあぶりはき取べし。

10 『紺屋仁三次覚書』 付入のり移しの事
一、すおふ 百目。水八升入れ しやうのふ 一両。      
になるまてせんしつめ。かすをすてのりこを入れ。

10 『紺屋仁三次覚書』 さらさ仕よふの事
一、すおふ百目に水八升入れ置。但しよの品々はく
よし。ほししやうが拾匁。きわた拾匁。こへ松拾匁。
のりにませすり付る事成り。先下地白木綿にごをい

10 『紺屋仁三次覚書』

両面之形付よふの事片
面より両面成る方也。
つねののりねるよふの
白灰かん也。

一、白灰水ゆたきる時分なり。のりこ一升。しやう
也。形付申候てさつそくうら水を取るなり。扨又う
こにして右三品にしてうら水つ之上さつそくふり付。
も又うらおもてよりも引染る事也。
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書籍名 見出し

10 『紺屋仁三次覚書』
二へんかき両面之竹よ
ふの事

一、りつよろしてしやうのよききすきの紙のよふな
置。扨形板ののりの付かげん心お付。右しぶ紙のは
をはゑ付置。其上に又しふ紙上に木綿付申よふにの
付形お付る也。それを形ひやかり申候はゝ。すくに
べし。しぶ紙共にはへ付。尚又紙斗りまくりはき取
引印しをいたし置也。

10 『紺屋仁三次覚書』

白上りにもよふ付仕上
け。うへにのりはり致
し申候て。其上にけ引
お致し差物色々仕。水
につけすして仕上申候
也仕様之事

一、そはのこおきぬふるにてかやし置。小⻨のこお
まゆに而ねり。すひ白て上引お致し上に下ごお少し
也。明はん水によりておちるもの也。但しのりは少

10 『紺屋仁三次覚書』 鼠しきぶ染の仕よふ

一、すくに白木綿に豆壹合程のごゆみお引きおき。
こゆくこしおき。太平すみにて中鼠程之ごゆみをか
る。ひるあいたおき総して板よりはがすにおき。尚
処の形と二へんを一度にいたす形を付る也。ほし上
なとを差物仕一二夜いたして。そゝきおとしのりは

10 『紺屋仁三次覚書』 茶しきぶの仕よふ

一、ぶんご梅木のふるきをもとめおき。すいぶんこ
へてもよし。くわへすにもよし。／一、まへのしき
りおろさぬまへに。右の合しるをすりこむ也。板よ
りよきあいにて染おき。水をしたゝめきそゝきほし

10 『紺屋仁三次覚書』 から染形付仕用

一、上々もゝの皮にかりや寸かや少しくわへ。随分
也。其上お形のりに六ばんおとくとき入れ。尚又白
下くろむへし。旦又白灰大くわ形下ごかくるべし。
申候。将又付申時さつそく日あかり申候得は。水に
とめおくべから寸。其日すゝぎ上けのりはり致所ひ
付壹人はかゝりておりての品をそゝぎ取。のりはり

10 『紺屋仁三次覚書』
ぎん鼠の仕よふ 紋付
中にこを入

一、しば茶を壹升斗よくせんじおき。少し六ばんを
紋付ならはさつそく紋をそゝきおとすべし。その上
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10 『紺屋仁三次覚書』
紋形付藤鼠の仕よふの
事

一、したごを入れおき。上にふしを三合斗りよくせ
し。その上にはけをかへすへし。ちきに水につけふ
り。まつ手つけはけそのほかしよしなよしなに気を

10 『紺屋仁三次覚書』 きぬもの正平紋仕よふ
一、おしろいを水にとき形のりを少入ねり合。屋わ
いによくあわせ。白き⾚きくろ品々見合打つへきも

11 『更紗図譜』 更紗描法心得の事
（前略）紋がらなど白く染脱んとおもふには。散粉  
く所を描き。よく乾して後。一面に絵具にて塗て。

11 『更紗図譜』 ⿊合せ様の事

檳榔子(びんらうし)壹匁五分 石榴皮(ざくろのかは    
思ふ地を藍にて染。乾て後。此せんじ汁を二遍かけ
と。即好⿊色となる也。但し鉄漿汁は温むるに及ば  
り丁寧にぬり。干上て後に地を染べき也。⿊には絵
(のり)を置べし。梅水の画より外へ出ぬやうにさすべ
外の色は留るに及ばざるない。但しかように地を染
⻩豆(まめ)のごを調て。それそれの絵具を施し。上を

11 『更紗図譜』
インチン インチンの
事図の所にしるせるを
見て考べし

古渡シヤボン二匁 細かにつぶし。水少し入て。暫
(みゃうばんのやきかへし)一匁 極上の温飩(うどん  
より。其外の事に用ふるにも。寒の水をよしとす。
きを経れども損せず。

11 『更紗図譜』 白く染ねきやうの事

何色にても模様を白く染脱んとおもふには。蕎⻨の  
し極細末をいふ。 に。明礬の極細末と二味等分に
し。一方に此二味に。水膠を合し用るもあり。亦可
物なれば。画家に所謂面描筆を用ふべし。其描にく
なれば。寒中などは湯煎にして。旁に置て用ふべし。  
凡少き時は。かならず絵具じゞみて鮮白ならざるな

11 『更紗図譜』 霜降更紗仕様の事

霜降の仕様に色々ありといへども。前板に一法をし
て。其所に置。又細き所は。右の散粉にて描て。と
絵具を吹べし。若こまかく吹時は小米(こごめ)をふ
すべて吹絵は銅の小篩にあてて篩。四つ手刷毛とい
り。口にて吹ては片吹して見苦しきものなり。此前
にや。其説穏ならず。翼くはこれを描成し給ふ雅君
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11 『更紗図譜』 金更紗銀更紗仕様の事
（前略）更紗の表を下にして張。裏よりうすき葛糊
を。胡粉水干のメン胡粉とい/へる上品を用べし。を

12 『染物秘伝』 紅重代 口傳多シ
一、弁柄の豆汁壹へん。其上に蘇芳壹返。其上に蘇
／○菊唐草の葉様には。刈安の汁壹升ニ白■拾匁入

12 『染物秘伝』 茶重代 一、下弁柄之豆汁引。其上に梅皮。刈安半分宛煎じ

12 『染物秘伝』 鼠重代 一、豆汁の中に墨を入。地を鼠にしてよし。これも

12 『染物秘伝』 ⻩茶重代 一、下にしらご壹返。其上刈安壹返。又刈安の汁壹

12 『染物秘伝』 柿重代 一、渋弁柄壹返引。形のりにて止るなり。

12 『染物秘伝』 りきう染 一、こんにやく粘にて形を付る。貮枚形成る共三枚

12 『染物秘伝』 千草の色花色に仕やう 一、絹布綿のりにて張り。よく寒からし濃いすわう

12 『染物秘伝』 蘇枋ぬき樣 一、ひめのり一而湿し硫⻩の花にて薫す。

12 『染物秘伝』 紫形付方
一、形打節のりに小豆粉少々入。能干して裏引いた
加い引。をさへにはらうはに（す明盤に）鉄水を加
に而吉。／又方始に弁柄豆汁一返引。上すはうに生

13 『染物屋覚書』 砂室
一、砂室 七尋壹反に付よく□（ママ）候こんにや
又こいろのり廿壹匁へ。たん三匁五分。本朱五分入。
小紋に相ためし見申候。

13 『染物屋覚書』 藍南京

一、藍南京は大豆を随分こまかにいたし候粉四合へ。
而上小紋を付。日数十日計りからし置。浅ぎに染水
シイシ染に染上け二三日濃き白水へ入置べし。／但
紋を付十日計からし置不申候而は。下た付のりの跡

14 『染物重宝記』 色上染直し藍の分 （前略）○あさぎのうへは諸色茶類、とびいろるい

14 『染物重宝記』 紋ぬきの事

○紋をぬく事。ぬき物やはそれそれの色によりてぬ
茶染やきもの。⿊茶。とび色るいの色をぬけば地大
んもたき、これにてぬきてよし、又諸色ともに、し
いれ、茶染屋ものは紋をもちのりにつけてよし。
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14 『染物重宝記』 ○白地心得の事
（前略）○木綿をにつくに心得あり。先水につけて
らとなるなり。たきてのち水にてすゝぐ事あしし。

14 『染物重宝記』 ○はり物こゝろゑの事 ○むらさき。ふぢ色。あやめ。灰汁茶るい。夏日か

14 『染物重宝記』 のりおき心得の事
○うす茶。藤色類。灰のりつよきは悪し。うこん。
しゝ。／○藍染屋ものは灰のりつよきよし。／○き
りあしければ染方のそさうとなり。又は悉皆取次の

14 『染物重宝記』
○紋模様うるみを直す
事

○雨天のとき水もとはり物やにて。あやめ。とび色
り。ひあがりてこそげおとせばはぜるなり。いわう
の汁を筆にさせばはぜる也。又右の糊をぬりてもよ  

14 『染物重宝記』 本色まがひ色の事

（前略）江⼾納⼾にして蘇芳をかけ。夫より下は下
中下の品々有。又下値なる蚊張の染は椿の葉をすり
色そんじ。もちろん地のためにもあしゝ。総じてま
をかすめるまがひ色はそめまじき事なり。

15
『⺠家日用 廣益秘事
大全』

⿊染

○⿊染は下地を楊梅皮(やまもものかは)にて七八へん
布壹反に山もゝの皮一斤半ばかり用ひてよし。／又  
に入れ。布をひたし巻染にし。しいしを以てよく張
なきやうにして墨にまぜ。刷毛にて布のおもてにひ
なりて他の物へ墨うつらず。是いにしへの墨染の法
少しも見えず。

15
『⺠家日用 廣益秘事
大全』

梔子ぞめ
○梔子ぞめはくちなしの皮も実もこまかにきざみ。
つけ。一夜おきてあくる日絞りあげ糊をつけ。きぬ
てあしくなるもの也。

15
『⺠家日用 廣益秘事
大全』

渋染の法
○渋染の法 生渋(きしぶ)一升に水九升いれ。たらひ
し。右の渋水へつけよくもみ合せ棹にかけ。その下
めてほすべし。渋色むらなくよくそまるなり。

15
『⺠家日用 廣益秘事
大全』

紺屋糊を作る法

○紺屋糊を作る法 糯米をよくしらげて一升少しも
りは少しかたくこね鍋にいれ。なるほどよく煮てい
さめざる内にまた蠣灰二匁二分湯少しばかりにてと
器にいれ。別の器に湯をいれ右の糊をいれたる器を
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15
『⺠家日用 廣益秘事
大全』

紋所をつくるには
○紋所をつくるには。右の紺屋糊をかたくして紋の
はかたの上より右の糊を付る也。

16

『錦囊智術全書』（合
本、別タイトル7冊の
うち）
①「百工秘術前編」

紺屋糊を用不早速風流
模様を染る法

絹にても木綿布類もやうを染めんと思はゝ。蝋をわ
けは蝋ことことく落て。模様風流に出来て染工人よ

16
『錦囊智術全書』
①「百工秘術前編」

⾐類もん所うるみたる
を白くする方

⾐類もん所地白にしてうるみたるは。橙を身をとり
らひ落すべし。しみ物。垢類こと〲く落る也。

16
『錦囊智術全書』
④「拾玉續智惠海」

絹を白張にする法 水仙の根をおろし摺。是を付て張べし。

16
『錦囊智術全書』
④「拾玉續智惠海」

⾐服にすみの付たるを
落す法

上絵紋なと墨にて書そこないたるには。搗立の餅に

16
『錦囊智術全書』
⑦「秘事指南車」

羅紗を織法
木綿一反。狸毛五分。これを堅の絲とし。木綿二匁。
すにて少しつき。米泔汁に入てたゝみたゝけば毛出

17 『嶋屋右衛門染本帖』 栗皮染方

綛壹〆目に付 ふし八十五匁 ろは捨五匁 桃皮三    
五捨匁。此品壹度に釜に入たき出し。其まゝ綛壹〆
る。此綛水に而よふゆすく。其上よふほしきり。尚
ぼりしるでのり染してかいこむ也。

17 『嶋屋右衛門染本帖』 紅飛非染様記置

下染綛壹〆目 ふし八捨匁割。 ／悪灰汁少し た      
百匁割。 ／綛壹〆目に付そふき下直之時は壹斤半    
くつけ置。しぼり上け石灰之悪に而くりほし上け。
元色見合せ。悪くはへてそふき綛壹〆匁に小半斤先

17 『嶋屋右衛門染本帖』
紅飛染方（此項原本横
線を引き抹消しあり）

綛壹〆目に付桃皮四百廿五匁入。又ふし三百匁共入。
ししほり。又其汁に而□□（ママ）一度染る。直に
（後略）

17 『嶋屋右衛門染本帖』 紅飛染
絲 壹〆目に付。木ぶし百目但し一度に入。 ／の    
入 ／明礬三捨匁貮度に入 ／其外悪は色見合致す
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21 『日本染法』 第七 紫本粘の事

数の子随分きめ細かなる所を水に入。能く塩を出し
し。饂飩の粉に塩を少し入。やすらかにこね暫く寝
の子の通りにひきふるひ。其上うどんの粉ふるひに
粉三十匁。玉子三つ。外水にて常に附る粘よりもか
たる形付を入。仮令は煙草二三ふく吸程焚。水に上
模様はざつと焚なり。此粘は焚たる上は外事をいむ

21 『日本染法』
第十 ⿊置かた南京の
事

下た染濃く煎じ殻を上け。跡にて木綿を焚き其上染。
にかけ。両耳壹寸斗り水を引き。耳を入干し上け。
かたく。灰すみにてよきねづに拵へ附け。此色品は

21 『日本染法』
第十二 藤鼠置がた南
京の事

ふし拾匁をよく煎じ。其水沢山に致し。熱き中にて
ように風を入。二三返も染すゝき。麩粘濃く致し濡
にて包み。両方より絞りごしに致し。壹斤に付五六
りれは水斗り出て胡粉出す。随分ふる心にてこすへ
置形に耳上りしてあしし。胡ふん少き時は誠の染込
し火鉢に置て暖れは和らかに成。其粘丸刷毛にて摺
く致し附る也。

21 『日本染法』
第十五 栗皮置かた南
京の事

下た⻩草とうとんと漆を濃くせんし二度引。其上へ
水潜くらし濡張に致し能打。形を付け下白に仙齋に
入切にて漉し附る也。

21 『日本染法』
第十七 當世茶置かた
の事

下た⻩草三匁斗入。まきしめし致し絞り。石こくす
入。濡張を致し粘下白として上へは⿊に致し。粘加

21 『日本染法』 第二十 木綿紅鳶の事

下た木綿濡る位にしめし。随分おもかぢに石にて。
解。桃色位にして二度引。蘇芳濃くせんじ三度も引。
分わりに致し。くりこみすゝき干上る也。何れいろ
干へし。

21 『日本染法』
第廿二 濱紫條入南京
の事

粘白小豆の粉五合。石五匁。饂飩の粉三合。晒阿膠
少々和らかに拵へ。篦をこめ粘漏る位に致し。其上
程入。うら表より壹度引。中位のすほうの中へ礬四
致し上にて粘落すへし。
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21 『日本染法』
第廿三 きぬ仙斎鼠入
南京の事

粘白豆の粉貮合。石五勺。うとんの粉三合。胡粉四
て合せ又ねり粘右の通りに合せ。硯墨てねづこく致
致し篦をとめ付る也。其上䜺中位に致しねつ少々こ
壹度に付七匁程せんじ片表壹度つゝ引。能く湿しよ
入。随分早く落し干へし。

21 『日本染法』
第廿七 木綿⿊條入南
京の事

粘かけんもしめしかけんとも。仙齋の通り下形付け
を壹度引干上け。ねつの石ごぐろ一度曳。右之通り
し。ざつとはきすゝき干へし。

21 『日本染法』
第三十二 𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
の事

糠粘にておもかたせ。石強く粘少々縮む位に拵へ。
藍にてさつと二度染。直に水え致し壹反に付酢壹合。

21 『日本染法』
第四十一 木綿藍南京
の事

豆の粉壹合半。石壹合半。饂飩の粉三合。何れも極
水にて粘を合せ篦に力を入こまかに付。上は形をも
水強くすまし其水を粘ちゞむ位に致し付。上は形を
し一度曳。少々汁にこしに致し一度石水強く澄し。
染。手ざわりかろく致しすゝぎ干へし。此かた付け
紺に染。水に暫く漬置手軽くふりすゝきに致し。よ
くしては上り悪し。少々こきくらゐに致すへし。

21 『日本染法』
第四十五 木綿仙齋鼠
入南京の事

ぬりをも隨分こく致し石水にて粘ちゞむ位にして地
け。石䜺に致し墨少々濃き位に致し板の上にて手早
す随分こく煮つめ三度引。壹度に付礬七匁程解壹度

21 『日本染法』
第四十六 綸子洗張の
事

わら灰汁濃く致し能澄し少し暖め。其中へ一夜漬置
たゝよりてあしゝ。其上藍緑薄くして切にてこし壹
掛。右しらはりの粘よりも少々濃く致し。裏随分手
し。

21 『日本染法』
第四十八 ⿊紗綾に目
を持す事

仕入⿊紗綾に目を持すには。蕨の粉とふし濃くせん
揉こみ。漆こく煎し壹度掛けくろめ。右の通り七八
八十目かけ。くず七匁たらすにて其煮粘少し堅く致
り。水少々入木めん切にてこし。又二ばん水を入能
つにねり合せ木綿切にてこし。群なきように能くも
り撫。簇をかけはり干上。日の暮元にはりしめりを
粘過時はこわくなりて悪し。又油過時はしめり気付
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21 『日本染法』
第五十三 木めん仙齋
置き形の事

下た百文位の浅⻩に致し。⻩草濃く致し三返程引。
粘はおうどふよくひやけ苧がら少々入。墨少しあら

21 『日本染法』
第五十七 𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
京の事

粘豆の粉壹合半。饂飩の粉四匁。此胡粉木綿の切に
こまかに付け。上は形の粘かけんはおもかたし。石

21 『日本染法』
第五十九 棧留色揚の
事

棧留茶きやう入。或は地じま茶を濃く致し。紺いろ
⻄氷のあく濡なからに壹度揉こみ雪き干。麩のり薄
致し。少し湿りをとり能打べし。このすほうは明礬

21 『日本染法』 第六十 さらさ染の事

下た梅の煎じ水の中へ石水三合程入。巻返し致しほ
めりを取はらを出しよくうち。すほうを五六日もま
め。ふしこく煎じ一夜も休め置。其水を蛤に壹つ程
蝋こく致し少し入。能き萌⻩に致し其中へふのりか
また⻩色はづみかわをせんじつめ。ふしのりは右の
に致しすり。削り墨を漬置き其水をしたみよくすり。

21 『日本染法』
第六十一 木綿⿊中形
の事

木綿墨下た濡る位に水を吹。おものり強く致し熱き
はくろ余り水を半分半分に合せ揉こみ絞り。右の染

21 『日本染法』 第六十五 白張の事

白米能く洗ひ水に漬置。あらひ鉢にて摺り。又は白
に致し。水余分ならは少々の内しつめ置。上は水を
をむき摺り水少し入。木綿切にて漉し。右の白のり
に絞り壹尺五寸にたぐり。奇麗なる板の上にて二三
らみ右白張をはり置。縫目に簇をかけ右の袋にて上
は。揉出しのあくを水に酢を入焚きすゝき。其もみ
は随分薄く致し干し。右の白張の通りに致すへし。
張るなり。しみる明はあしく又白張を日暮先に張り

21 『日本染法』 第六十七 鬱金の事
𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
手を入群のないように漬置。雪き酢壹合程水に延し

21 『日本染法』
第六十九 𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
しの事

𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
分強く其䜺にて漿麩と煮粘を解。右の三品を木綿の
二三返たぐり直し打込。手に袋をはめ上へ薄く致し
是を吟出ししおさへといふ也。ほし上け上はかたを
すべし。
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21 『日本染法』
第七十 當世茶中かた
の事

下た木綿ぬれる位に水を吹。おものり強致し石にて
引。かりやすの中へ木綿壹反に付礬三匁程を壹度引。
とはきすゝぎ干べし。此色は随分明ばんすくなき位

21 『日本染法』
第七十二 煤竹中形の
事

下た木綿濡る位に水を吹。おも粘随分強く致し石に
し二返引。梅随分濃く煎じ三返程引。こきおはぐろ
はき雪き。⾚味すくなき時は石水沢山に拵へ壹度操

21 『日本染法』 第七十六 紫南京の事

粘豆壹合半。うとんの粉三合。石壹合半。微塵にて
ひ。形度々洗ひ付べし。上はがたも少し強く致し。
より二度引。石水濃くして壹度引。裏も右の通り致
五六本かけ干上け。能くいしよき藍にて紺に染。水
に沸し。右の南京露を切操込みさめる程二三返簀の
返筋違に致し水に入さつとはき落すべし。

21 『日本染法』
第七十八 木綿中形の
事

下た木綿に水を吹おも粘随分強く致し。石にて粘ち
壹度引干上け。又壹度引。かりやすこく煎じ堅く三
の中へ永く染め。よくかけんを見て薄き時は又壹度

21 『日本染法』 第七十九 草柳の事
下た揉出し薄䜺にて二分浅⻩位に致し。桃皮壹度引。
てのばし。裏表より澤山引干すゝぐへし。此色は粘

21 『日本染法』
第八十一 小紋煮浅⻩
の事

下た濃き浅⻩に致し茄子の木を焚き。其あくよくた

21 『日本染法』
第八十二 𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻𥿻
の事

粘は白小豆の粉貮合。石五勺足らず。うとんの粉三
おもがちに石にてのり少し縮む位に合せ付る也。裏
程入。裏表より三返引。又はん三匁程解水にてのは
の中へ石引干上け。三四返も筋違に致し。上には粘

21 『日本染法』 第八十八 濃紺の事
下たしらご薄くして一度引。三返程染干しに致し。
致し干上。⻄氷のあく強くして壹度引。干上て直に

21 『日本染法』
第八十九 紅花南京の
事

粘は白小豆の粉二合程。石五勺。饂飩の粉三合。胡
り和らかに拵へ。篦こまかにきさみ粘もる位に付る
木綿の切にてこし。其水の中にてさらしにかわ壹匁
干上け。すほうこくして壹度に付ばん四匁程入。片
上け二三度も筋違に致し。上にて粘を落し又粘少し
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書籍名 見出し

21 『日本染法』 第九十 上下色粘の事

麩粘薄く致し木綿の袋にてこし壹度引。其上晒阿膠
刷毛をねかせもる位にして壹度引。此のり表は千草
也。千種位は裏粘は少しこく致すへし。又下は粘薄
※麩粘(ふのり)

21 『日本染法』
第九十六 麻類玉子色
の事

下たよききわうどう水に漬置能くすり。又紫⻩皿に
壹返引。其上又一度引なり。此色は玉子に薄く致し
少し薄く致し。あい玉子は玉子に少し⻘味あるへし。
こりなから漬置。随分手さわり軽く致し耳どりすれ

21 『日本染法』
第九十八 僧⾐染鼠入
⿊差の事

承麩粘中位に致し。䜺もふのりこふみに致し。其の
其合せ水とろとろくらゐに致し。地を水張致し少し
致し干上。能かたを合せ粘少しおもがたし。石少し
位に染漬置。二三返筋違に致しかろくふり雪くなり。

22
『絹糸染物秘傳染物落
秘法』

染物秘傳 ⻘竹色 ⻘竹色は にいしを粉にし。水にてとき。ふのり少

※引用（旧字体、合字、略字など）にあたっては表記を通行に改めた。
※糊に関する記載には下線、糠に関する記載は二重下線、キーワードは太字とした。
※繰り返し記号（くの字点）は通読の弁に鑑みて開いた。
※頁は、後藤捷一『染料植物譜』はくおう社、昭和47（1942）年の該当箇所を記した。
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A Study on the Glue Described in Early Modern Textile Technique Books:
Toward an Understanding of the Significance of Raw Materials in the 

Context of Safeguarding Textile Techniques

Kikuchi  Riyo and Ushimura  Hitomi

In this paper, we focus on the glue among dyeing and weaving materials and aim to organize 

the information about the glue described in early modern textile technique books.

The results of this study will be used as basic data for examining how the textile techniques to 

be investigated in the future have inherited the techniques of the early modern period.

Particular attention will be paid to what aspects of early modern textile techniques have been 

inherited, and whether or not techniques for processing raw materials have been inherited, by 

present-day techniques.

The reason is that these are important issues when considering the safeguarding of textile 

techniques.

In the future, we hope to continue our research on the significance of raw materials in the 

context of safeguarding textile techniques by using the materials introduced in this paper. 




